
「
幕
別
町
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例
」
に
込
め
ら
れ
た
想

い
の
実
現
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
育
む
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
「
教
職
員

の
働
き
方
改
革
」
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
教
職
員
の
多
忙
化
に
よ
り
、
離
職

率
も
高
ま
り
、
教
職
を
希
望
す
る
若
者

は
減
り
、
教
育
現
場
の
人
手
不
足
も
顕

著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
教
職
員
の
数
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
た
り
、
教
材
研

究
を
し
た
り
す
る
時
間
が
十
分
に
取
れ

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
質
の
高
い
教

職
員
の
確
保
が
で
き
な
い
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
育
つ
環
境
に
大
き
な
不
利
益

と
な
っ
て
い
る
。

「
地
域
が
学
校
を
支
え
る
」
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
、
本
町

で
は
教
職
員
頼
り
の
運
営
と
な
っ
て
い

る
な
ど
、
学
校
へ
の
負
担
が
大
き
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
。

　

大
人
た
ち
が
本
気
に
な
り
、
地
域
全

体
で
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
て

の
、
今
年
度
の
具
体
的
な
取
組
内
容
な

ら
び
に
目
標
値
は
。

⑵
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
わ

る
取
組
状
況
は
。

⑶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
進
捗

状
況
は
。

  

教
育
長

教
育
長  　

⑴
令
和
３
年
６
月
に
策
定
し
た
「
第
２

期
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
幕
別
町

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
で
掲
げ
る
４

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
「
本
来
担
う
べ
き
業

務
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
」
、
「
部

活
動
指
導
に
関
わ
る
負
担
の
軽
減
」
、

「
勤
務
時
間
を
意
識
し
た
働
き
方
の
推

進
と
学
校
運
営
体
制
の
充
実
」
、
「
教
育

委
員
会
に
よ
る
学
校
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

教
職
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間
を
１

か
月
45
時
間
以
内
、
１
年
間
で
３
６
０

時
間
以
内
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
引

き
続
き
業
務
の
効
率
化
・
平
準
化
や
時

間
外
在
校
等
時
間
の
縮
減
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
促
進
し
、
働
き
方
改
革
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
く
。　

⑵
「
幕
別
町
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
望
ま
し
い
部
活
動

の
在
り
方
や
地
域
移
行
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
。
委
員
の
選
定
は
「
関
係
団

体
の
代
表
者
」
と
し
て
、
町
内
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
幕
別
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
、
幕
別
町
軟
式
野
球
協
会
等
の
各

種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
の
代
表
者
を
、

「
関
係
学
校
の
代
表
者
」
と
し
て
、
町

内
中
学
校
の
校
長
を
考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
の
「
部
活
動
の
在
り
方
検
討

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
部
活
動
の
在
り
方
に
関
し

て
「
幕
別
町
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委

員
会
」
で
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
本
町
の
部
活
動
地
域
移
行

の
課
題
等
を
明
確
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で

を
一
定
の
目
標
と
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
幕
別

町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
や
、
令
和

２
年
３
月
策
定
の
「
幕
別
町
部
活
動
の

在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
に
よ
り
、
教

職
員
や
生
徒
の
部
活
動
に
関
わ
る
負
担

軽
減
な
ど
に
努
め
て
き
た
。
本
年
度
か

ら
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
検
討
を
始
め
、
可
能
な
限
り
早
期

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

⑶
糠
内
学
園
や
ち
ゅ
う
る
い
学
園
で

は
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
の
小
中
学
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
や
町
内
事
業
者

の
協
力
に
よ
る
校
外
体
験
学
習
な
ど
が

実
現
し
、
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
に

つ
い
て
は
、
札
内
東
学
園
に
お
い
て
具

体
的
に
動
き
出
し
て
お
り
、
他
の
学
園

に
つ
い
て
も
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」

立
ち
上
げ
に
向
け
、
構
想
案
の
検
討
や

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
小
中
一
貫
教
育
の
学
園

事
務
局
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
支
え

て
い
る
が
、
学
校
運
営
協
議
会
や
地
域

学
校
協
働
本
部
が
主
体
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
、
推
進
委
員
会
組
織
を
立
ち
上

げ
、
学
校
運
営
協
議
会
の
運
営
支
援
、

地
域
学
校
協
働
本
部
の
設
立
や
運
営
支

援
を
行
う
な
ど
、
先
々
の
見
通
し
を
持

っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
地
域
全
体
で
支
え
る
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

答問
地
域
で
担
え
る
も
の
を
精
査
し
、
環
境
づ
く
り
を
進
め

る子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

て
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